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家庭教育の充実を応援する啓発コンテンツの作成について 

 

 

１．啓発コンテンツ作成の趣旨 

保護者が家庭教育についての不安や悩みを解消し、子育てに意欲と自信を持つ

ことができるよう、保護者の学びを応援するツールとして活用できる啓発コンテ

ンツを作成します。 

 

２．啓発コンテンツの種類 

作成する啓発コンテンツは、保護者が多数参加する場での学びや自宅で自ら取

り組む学びなど、さまざまな保護者の学びに活用できるよう、次の２種類（※）

を作成します。 

 

 

 

 

※上記の「家庭教育の手引き」と「参加体験型学習プログラム」は、資料２

「三重県家庭教育の充実に向けた応援戦略（仮称）中間案」P27 の基本的な

取り組みとして記載されている「家庭教育に関する資料の作成」と「参加体

験型学習プログラムの充実」にそれぞれ対応しています。 

 

３．各啓発コンテンツの内容等（たたき台） 

 家庭教育の手引き  

（１）概要 

家庭教育に関心を持つきっかけづくりや、子育て・家庭教育のヒント・気

づきにつながるような、家庭教育への示唆に富んだ内容とします。 

（２）対象 

乳幼児期から小学校中学年程度（思春期前）の保護者 

（３）構成 

① はじめに 

    手引き作成の趣旨、使い方などを説明 

② 本文 

・家庭教育により身につけることが期待される基本的な生活習慣や規範意

識等に対応したテーマを設定します。【☞テーマ候補：P4】 

資料４ 

○家庭教育の手引き 

○参加体験型学習プログラム 
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・テーマは、保護者が興味を持って読めることに主眼を置き、解説部分と参

考情報部分（データ（エビデンス）、エピソード、コラムなど）から構成

し、１テーマあたり裏表２ページ程度の分量とします。【☞イメージ：P5】 

③ 相談窓口 

  県及び市町の相談窓口の紹介 

（４）活用の場 

   県での直接の活用を図るほか、市町、幼稚園・認定こども園・保育所、学校、

ＰＴＡ、子育て支援団体など家庭を支える多様な主体による活用を想定。 

  ・家庭教育応援に関する講座や人材の養成時、企業での研修時などに活用 

  ・子育てサロンなど多くの保護者が集まる機会に活用 

  ・広報誌、子育て情報誌、学校だよりなどに掲載 等 

（５）活用方法 

   冊子での一律の配布はせず、ホームページにテーマごとに電子媒体を掲載する

ことで、特定のテーマについての学校だよりへの掲載、学習会時の教材としての

利用など、利用者の実情に応じて柔軟かつ多様な利活用を可能とします。 

 

 参加体験型学習プログラム  

（１）概要 

学習の機会で使用できるプログラムとして、エピソードやテーマについて話

し合いやワークをしながら、家庭教育に関する知識の習得や気づきを得られる

内容とします。 

（２）対象 

乳幼児期から小学校の保護者 

（３）構成 

① 学習プログラムの概要 

    ・学習プログラムの目的、内容 

    ・ワークショップの進め方 

② ワークシート 

・共通編、乳幼児編、小学生編に分類する。【☞テーマ候補：P6～P7】 

・３種類のシート「進行役シート」「参加者用シート」「資料シート」で

１セットとします。【☞各シートのイメージ：P8～P10】 

・１セットで 30～60 分程度で実施できるものとします。 

・既存のプログラムである「はっぴぃーパパママワーク（乳幼児の保護者

向けプログラム・H25 年度作成）」「親なびワーク（主に学齢期の子ども

の保護者向けプログラム・H19年度作成）」の内容も活用し、統合します。 
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（４）活用の場 

   県が直接実施する保護者向けのワークショップで活用するほか、幼稚園・

認定こども園・保育所、学校、家庭教育学級、ＰＴＡ、公民館、子育てサロ

ン、企業での研修等さまざまな学習の機会での活用を想定。 

（５）活用方法 

   冊子での一律の配布はせず、ホームページにテーマ・ワークシートごとに電子

媒体を掲載することで、特定のテーマについて学習や研修時の教材として利用す

るなど、利用者の実情に応じて柔軟かつ多様な利活用を可能とします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
















